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焼津市水道ビジョン・経営戦略2020

令和３年度 達成状況

日時 令和４年12月13日（火）午後2時

場所 焼津市水道庁舎
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焼津市水道ビジョン
2010～2019（平成22～令和元）年

中期経営計画
前期

2010～2014年
（平成22～26）

中期経営計画
後期

2015～2019年
（平成27～令和元）

焼津市水道ビジョン・経営戦略2020
●現状分析
●課題の抽出
●将来像と目標の設定
●目標実現のための重点実行計画及び目標値
●経営戦略（投資、財政計画）の策定

2020～2029（令和2～11）年

焼津市水道事業の計画

１．焼津市水道ビジョン・経営戦略2020について

1-1.焼津市水道ビジョン・経営戦略2020の概要

厚生労働省 総務省

・東日本大震災の経験

＜水道事業を取り巻く状況の変化＞
・人口減少社会の到来

経営戦略

焼津市水道ビジョン
・経営戦略２０２０

2020（令和 ２ ）年
３月策定

第6次焼津市総合計画

2018（平成30）年3月策定

新水道ビジョン 2013（平成25）年3月策定

↑

効率化・経営健全化 の取組方針を反映

中長期的な投資・財政計画

均衡
投資試算 財源試算

～地域とともに、信頼を未来につなぐ日本の水道～

50年後、100年後を見据えた水道の理想像

安全 強靭 持続
挑戦

連携

2014(平成26年)８月策定
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基本理念：おいしい水を 未来へつなぐ やいづの水道

安全

強靭

持続

基本方針：安全でおいしい水の供給

基本方針：災害に強い水道の構築

基本方針：未来につながる健全な事業経営

基本目標①水質の適正管理

②水源の維持

基本目標①施設の更新

②管路の耐震化

③危機管理対策の強化

基本目標①経営基盤の強化

②業務の効率化

③お客さまとのコミュニケーションの推進

④環境に配慮した事業の運営
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重点実行計画を着実に実施していくためには、計画の進捗管理が重要となるため、
毎年、ＰＤＣＡサイクルを用いて、目標値に対する評価を行います

1-2. 計画的なフォローアップ

検証委員会では、毎年の目標達成の確認（評価・検証）と、５年ごとの
重点実行計画と投資・財政計画の見直しについて協議していただきます

事業の実施

計画の見直し 目標達成の確認
（評価・検証）

計画の策定
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２．水需要の推移
2-1.給水人口と給水量

給水人口は計画を僅かに下回った。
一日平均給水量は給水人口の減少傾向に加え、使用者の節水意識の高まりや節水機器の
普及などによる生活用水の減少などが影響し、計画値を下回った。
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2-2.有収水量と有収率

給水量の減少に伴い、有収水量(料金徴収の対象となった水量)は計画値を2.4%下回った。
有収率は、前年度比１ポイント減の91.1％となり、計画値に1.2ポイント達しなかった。
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※有収率（県内平均）は、「静岡県の水道の現況」（令和4年4月発行）より
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安全 基本方針：安全でおいしい水の供給

基本目標１：水質の適正管理

基本目標２：水源の維持

実現施策 水源から給水までの水質管理の徹底 受水の水質管理

重点実行計画
・水質検査計画に基づく水質検査の継続実施
・鉛製給水管の水質検査の継続、使用者
への広報

受水の水質を注視、日常
の水質検査の実施

実現施策 水源井戸の維持・管理 水源井戸の定期的な調査 地下水の動向把握

重点実行計画
水源井戸の維持・管理
の継続実施

水源井戸の修繕計画の作
成

地下水利用団体の
会議等への参加

３．令和３年度目標達成状況

3-1-1. 安全

3-1.重点実行計画の目標達成状況
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基本目標１：水質の適正管理

1 水道法に基づき、水質検査計画を策定した。

2 水質検査計画に基づき全ての検査を実施し、水質が適正であることを確認した。

3 ４箇所の調査を実施し、２箇所で異常値を確認した。１箇所は鉛管が改良され、１箇所は使用についての指導

を行った。

4 広報やいづ６月号に掲載すると共に、メーター交換や修繕工事の際、鉛管であると確認された使用者には個別

に通知した。

5 大井川広水の水質検査計画に基づく水質検査結果を毎月精査し、水質が適性であることを確認した。

6 祢宜島配水場で毎日残留塩素を測定し、適正であることを確認した。

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

1 水質検査計画の策定 1 回/年 1 回/年 〇

2 水質検査計画の実施率 100 ％/年 100 ％/年 〇

3 鉛製給水管の水質検査 4箇所×2 回/年 4箇所×2 回/年 〇

4 鉛製給水管使用者への広報（対象者） 1 回/年 1 回/年 〇

5 大井川広域水道企業団の水質確認 1 回/月 1 回/月 〇

6 日常の水質確認 1 回/日 1 回/日 〇
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基本目標２：水源の維持

7 稼働中の水源井戸について静水位、動水位、取水量を毎月測定し、大きな変化が無いことを確認した。

8 水源井戸の修繕計画に沿って、祢宜島６号水源の二重ケーシング修繕を完了した。

9 地域地下水利用対策協議会の会議に参加し、地下水に異常が無いことを確認した。

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

7 水源井戸の水位・水量測定 1 回/月 1 回/月 〇

8 水源井戸の修繕計画の実施 100 %/年 100 %/年 〇

9 地下水利用団体の会議参加 1 回/年 1 回/年 〇
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強靭
基本方針：災害に強い水道の構築

基本目標２：管路の耐震化

基本目標１：施設の更新

基本目標３：危機管理対策の強化

実現施策 計画的な水道施設の更新 計画的な水源井戸の更新 自然災害対策

重点実行計画
点検・修繕の実施、老朽化施
設の計画的な更新

老朽化した水源井戸の計画的
な更新

・浸水区域にある水道施
設の対策
・土砂災害危険区域に
ある高台施設の対策

実現施策 基幹管路の耐震化 重給管路の耐震化 給水管の耐震化

重点実行計画 基幹管路の優先的な耐震化
重要給水施設管路の優先的な
耐震化

民間工事への給水管
耐震化の働きかけ

実現施策 マニュアルの精査 システムの活用
応急給水・応急復

旧体制の確保
停電対策

重点実行計画
事業環境の変化に応
じた定期的な見直し

システム導入によ
る施設情報の管理

応急給水や応急復旧用
資器材の確保
災害時を想定した防災
訓練の継続実施

発電機（レンタル）の
手配・手続き方法の
確立

3-1-2. 強靭
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基本目標１：施設の更新

10 中新田配水場ポンプ室除湿機設置工事を完了した。

11 水源井戸の修繕計画に沿って、祢宜島６号水源を更新した。（累計２箇所）

12 令和３年度は対象案件なし。（累計０箇所）

13 令和３年度は対象案件なし。（累計０箇所）

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

10 水道施設の修繕計画の実施 100 ％/年 100 ％/年 〇

11 老朽化した水源井戸の更新箇所数 １ 箇所 １ 箇所 〇

12 浸水想定区域内施設の対策 - - -

13 土砂災害区域内施設の対策 - - -
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基本目標２：管路の耐震化

14 基幹管路L=2.08kmについて更新を行い、目標値以上の耐震化率を達成した。

15 重要給水施設管路L=2.6kmについて更新を行い、目標の耐震化率を達成した。

16 新規・改良の給水装置工事の申請の際、耐震継手を使用した。

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

14
基幹管路の耐震管率
（水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管を耐震管延長に含む）

36.4 ％ 39.7 ％ 〇

15 重要給水施設管路の耐震管率 35.2 ％ 35.2 ％ 〇

16
対象給水管のうち耐震継手の使用率
（対象給水管は、給水装置工事の申請のあったもの）

60.0 ％ 100 ％ 〇
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17 風水害対応について、水道事業災害応急計画に明記した。

18 令和３年度に実施した工事・修繕により、地図情報システムのデータ更新を行った。

19 令和４年度当初予算編成時に、３市で資材リストの情報共有を行った。

20 年間11回実施した。

・大井川広域水道企業団防災訓練（１回) ・シェイクアウト訓練(１回)

・地震対策シミュレーション2022(大規模図上訓練）（１回)      ・水道事業防災訓練（１回）

・日本水道協会中部地方支部情報伝達訓練（１回）

・大井川広域期水道企業団防災無線訓練（６回）

21 毎月、発電機の試運転時に在庫確認を行い、燃料備蓄が２日分となるようにした。

22 令和２年度完了

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

17 危機管理対策マニュアルの見直し 1回/年 1回/年 〇

18 上水道地図情報システムのデータ更新 1回/年 1回/年 〇

19 近隣3市での資材リストの更新・共有 1回/年 1回/年 〇

20 災害対策訓練実施回数 3回/年 11回/年 〇

21 燃料備蓄日数 2日 2日 〇

22 レンタル発電機の手配・手続き方法の確立 - - -

基本目標３：危機管理対策の強化



水道事業防災訓練

日 時 令和３年12月５日（日）９時

場 所 水道庁舎災害対策室

被害想定 震度６強の地震と津波が発生

配水支管からの漏水あり

各配水場の緊急遮断弁が作動し、

市内全域で一時断水

訓練内容

・各配水場の施設、緊急遮断弁等の確認

・管路、制水弁等の現地点検

・給水車による緊急給水準備

・同報無線、広報車による広報活動の準備

・市災害対策本部との連絡調整 など

15
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基本目標２：業務の効率化

基本目標１：経営基盤の強化
持続

基本方針：未来につながる健全な事業経営

基本目標３：

お客さまとのコミュニケーションの推進

基本目標４：

環境に配慮した事業の運営

実現施策 財政計画に基づく財源確保 有効率の向上 適正な資産管理 人材の育成と技術継承

重点実行計画
財政計画に基づく適切な財
源の確保

配水管更新（予
防）、漏水箇所
の修理（対処）

アセットマネジ
メントの精度向
上

・業務マニュアルの整備、外
部・内部研修の実施、先進事
業体からの技術支援

・再任用職員から次世代職員へ
の技術継承

実現施策 業務効率化 台帳整備の効率化 個別委託発注区分の検討

重点実行計画
・事務の効率化の調査・研究
・発注業務の効率化の検討

システム活用による水道施設台
帳の一元化

個別委託発注区分の検討
(運転管理業務などのより効率的な契
約内容の検討)

実現施策
多角的（戦略的）な広
報の実施

意見・要望の把握

重点実行
計画

・施設見学会の実施
・経営状況、事業実
施状況の情報公開

・水質検査結果の公
表、おいしい水の
PR

お客さまアン
ケートの実施

実現施策 省エネルギー化の推進
資源の有効利用

の推進

重点実行
計画

・高効率機器の導入
・省エネ活動の継続、
省エネ機器の導入

・水源井戸の水量調
整方法の見直し

資源の有効活
用の推進

3-1-3. 持続
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基本目標１：経営基盤の強化

23 財政計画の計画値113.68％と実績値116.56％の比較 ＋2.88％

（令和２年度類似団体平均値 111.21%、全国平均値 110.27%）

24 財政計画の計画値14.7億円と実績値21.5億円の比較 ＋6.8億円

25 財政計画の計画値261.07%と実績値269.0%の比較 ＋7.94ポイント

（令和２年度類似団体平均値 239.18%、全国平均値 275.67%）

27 北部地区の水道管137kmについて漏水調査を実施し、配水管11箇所、給水管48箇所の漏水修繕を実施した。

30 不当要求防止責任者講習、水道技術管理者研修会などを受講した（延べ参加回数33回）。

32 担当会議や現場確認時等に、技術指導を行った。

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

23 経常収支比率 100 ％以上 116.6 ％ 〇

24 内部留保資金 10 億円以上 21.5 億円 〇

25 給水収益に対する企業債残高の割合 400 ％以下 269.0 ％ 〇

26 水道料金の見直し - - -

27 有効率 93.8 ％ 92.4 ％ ✕

28 水道施設台帳の更新 1 回/年 1 回/年 〇

29 業務マニュアルの見直し、更新 1 回/年 1 回/年 〇
30 外部研修受講回数 1 回/人・年 1.1 回/人・年 〇

31 内部研修受講回数 1 回/人・年 1.7 回/人・年 〇

32 再任用職員を活用した技術指導 毎年実施 1回/年以上実施 〇



漏水調査と老朽管更新工事

平成29年度から、市内を北部、中部、南部の
３地区に分け、３年間で市内全域の調査を完
了する漏水調査を開始。

令和３年度は、北部エリアの調査を実施しま
した。

引き続き、漏水箇所の修繕のほか、計画的な
老朽管の更新により、有効率向上に努めてい
きます。
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基本目標２：業務の効率化

33 書面開催となった三市上水道事業意見交換会に１回参加した。

水道広域化に係る大井川圏域意見交換会に２回参加した。

34 業務の効率化のため、建設工事に関連する事務について庶務担当と建設担当で検討を行い、運用マニュアル

を作成した。

また、水道の開閉栓業務について、電子申請（LoGoフォーム）による受付方法を導入した。

35 令和２年度完了

36 計装設備やインバータ設備等について、次回の運転管理業務委託に包含することを検討した。

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

33 近隣市町との情報交換会 1 回/年 ３ 回/年 〇

34 業務効率化の検討会 1 回/年 ３ 回/年 〇

35 水道施設台帳の一元化 - - -

36 個別委託発注区分の検討 R2～3検討 継続検討中 〇
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基本目標３：お客さまとのコミュニケーションの推進

37 ８月６日に親子施設見学会を実施した。

38 令和２年度水道事業会計決算について、９月議会議決後、決算書本編及び概要版を水道事業ホームページ

で公表した（10月）。

39 水道ビジョン・経営戦略2020に係る令和２年度（計画初年度）のフォローアップを実施し、検証委員会に

報告した。また、令和３年度の目標設定を行った。

40 水質検査結果を水道ホームページで公表（毎月更新）した。

41 親子施設見学会でお客さまアンケートを実施した。

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

37 施設見学会の実施 1 回/年 １ 回/年 〇

38 決算書の公表 1 回/年 １ 回/年 〇

39 事業計画の進捗状況の公表 - - -

40 水質検査結果の公表 1 回/月 １ 回/月 〇

41 お客さまアンケートの実施 1 回/年 １ 回/年 〇



上下水道の施設を巡る親子見学会

（上下水道の施設を巡りながら、焼津の
水の循環を学ぶ見学会）

日 時 令和３年８月６日（金）８時30分

場 所 水道庁舎、大井川環境管理センター

参 加 者 小学生とその保護者23名

内容

・広報映像「焼津市の水道水」視聴

・祢宜島配水場（水源井戸、配水池、緊急遮断

弁、ポンプ室など）施設見学

・駿河湾に住む生物紹介

・大井川環境管理センター施設見学 など

21
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基本目標４：環境に配慮した事業の運営

42 電力使用量の合計（kWh）/年間配水量(㎥)

5,086,946÷19,728＝0.257kWh/m

43 エネルギー消費量(MJ)/年間配水量(㎥)

50,795,051÷19,728,268＝2.57MJ/m3

44 祢宜島６号水源更新工事に伴い、水源井戸水量調整方法の検証を行いインバータによる可変速調整とした。

45 建設発生土は、現場内流用並びに土質改良土への再利用を推進し、コンクリート殻及びアスファルト殻は、

再生砕石として再資源化を図った。

評価指標 R3年度目標 R3年度実績 評価

42 配水量1m3当たり電力消費量 0.26 kWh/m3以下 0.257 kWh/m3 〇

43 配水量1m3当たり消費エネルギー 2.60 MJ/m3以下(※) 2.57 MJ/m3 〇

44 水源井戸水量調整方法の見直し 検証 1回/年 検証１ 回/年 〇

45 建設副産物リサイクル率 70.0 ％以上 96.7 ％ 〇

※MJ・・・megajoule（メガジュール） 仕事・ｴﾈﾙｷﾞｰ・熱量の単位。１MJ=0.278kWh

エネルギーを熱量として換算するときはMJ、電力量として換算するときはkWhの単位を使う。
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3-2.投資計画及び財政計画の進捗状況
3-2-1.投資計画

①施設、管路の更新・耐震化計画 （資本的支出（税込）,百万円）

施設名
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 計R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

計画 実績 計画 実績 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 実績

施
設
・設
備

中新⽥系⽔源井⼾更新 12 14 0 0 0 69 63 67 64 63 0 75 413 14
中新⽥配⽔場施設更新 0 0 0 4 0 0 0 5 0 192 0 0 197 4
祢宜島系⽔源井⼾更新 7 5 69 13 62 0 9 0 6 6 0 0 159 18
祢宜島配⽔場施設更新 0 5 14 0 8 0 107 0 75 0 386 580 1,170 5
上泉系⽔源井⼾更新 66 57 0 0 0 0 6 6 0 0 61 0 139 57
上泉配⽔場施設更新 0 0 0 0 0 0 0 57 43 0 0 0 100 0
六軒屋系⽔源井⼾更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0
六軒屋配⽔場施設更新 0 0 0 0 203 308 0 0 0 0 0 0 511 0
高台施設更新 17 13 18 31 113 14 69 115 67 85 11 0 509 44

管
路

管路更新・耐震化 1,021 826 1,352 1,237 1,012 923 1,286 1,323 1,100 1,279 1,019 925 11,240 2,063
他事業関連管路整備 90 77 56 24 56 57 57 57 57 57 57 57 601 101

（施設費：備品類） 21 3 21 16 21 22 22 22 22 22 22 22 217 19
建設改良費 合計 1,234 1,000 1,530 1,325 1,475 1,393 1,619 1,652 1,434 1,704 1,559 1,659 15,259 2,325

▲ 234 ▲ 205
②施設の⻑寿命化に伴う点検・修繕計画 （収益的支出（税抜）,百万円）

施設名
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 計R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

計画 実績 計画 実績 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 実績

⻑
寿
命
化
分

中新⽥系⽔源井⼾点検・修繕 0 0 0 0 0 3 0 9 0 0 0 0 12 0
上泉系⽔源井⼾点検・修繕 0 0 0 0 0 0 2 0 3 0 0 0 5 0
中新⽥配⽔場設備点検・修繕 8 8 5 6 32 32 13 8 43 1 1 24 167 14
祢宜島配⽔場設備及び⽔道庁舎点検・
修繕 50 68 2 11 14 8 2 10 2 11 3 15 117 79
上泉配⽔場設備点検・修繕 13 14 12 13 0 2 2 21 3 0 0 3 56 27
六軒屋配⽔場設備点検・修繕 0 1 3 1 2 21 10 0 0 0 0 0 36 2
計 71 91 22 31 48 66 29 48 51 12 4 42 393 122

修繕費（上記以外） 112 75 67 82 67 67 68 69 68 69 68 68 723 157
修繕費 合計 183 166 89 113 115 133 97 117 119 81 72 110 1,116 279

▲ 17 24
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投資計画のまとめ

①「施設、管路の更新・耐震化計画」について、投資金額は入札差金等によ
り計画を約２億円下回ったが、計画どおりに工事等を実施した。

②「施設の長寿命化に伴う点検・修繕計画」について、水源井戸更新を工法
変更したため、建設改良費から修繕費に振替えたことから、計画を2,400万
円上回ったが、計画どおりに実施した。

③「管路更新・耐震化計画に基づく耐震管率の推移」について、基幹管路の
耐震管率は計画を上回り、重要給水施設管路の耐震管率は計画どおりである。

以上のことから、投資計画に沿った投資が行われていると考えられる。

③管路更新・耐震化計画に基づく耐震管率の推移 （km）

耐震管率の指標
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029
R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

計画 実績 計画 実績 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画 計画

基幹管路の耐震管率
耐震管 15.2 17.4 16.9 19.45 18.0 19.2 21.9 23.8 26.0 27.5 29.7 31.9
延⻑ 46.9 48.7 46.4 49.0 45.5 45.6 45.9 45.3 45.1 45.0 44.7 44.7
耐震管率 32.4% 35.7% 36.4% 39.7% 39.6% 42.1% 47.7% 52.5% 57.6% 61.1% 66.4% 71.4%

重要給⽔施設管路の
耐震管率

耐震管 14.7 14.7 17.3 17.3 18.5 21.3 23.6 27.1 30.0 31.5 33.9 36.2
延⻑ 49.2 49.2 49.2 49.2 49.2 49.2 49.2 49.2 49.2 49.2 49.2 49.2
耐震管率 29.9% 29.9% 35.2% 35.2% 37.6% 43.3% 48.0% 55.1% 61.0% 64.0% 68.9% 73.6%
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3-2-2.財政計画 項目 単位
2020（R2） 2021（R3）

計画 決算 比率 計画 決算 比率

収
益
的
収
支

（税
抜
）

収
益
的
収
入

営業収益 千円 2,075,444 1,933,344 93.2 2,068,409 1,998,625 96.6
給水収益 千円 2,049,000 1,911,301 93.3 2,047,778 1,987,139 97.0
受託工事収益 千円 22,920 18,947 82.7 17,600 8,147 46.3
その他営業収益 千円 3,524 3,096 87.9 3,031 3,339 110.2

営業外収益 千円 155,258 160,092 103.1 149,338 155,664 104.2
他会計補助金等 千円 5,190 6,679 128.7 5,453 5,737 105.2
長期前受金戻入 千円 136,902 139,405 101.8 129,222 133,987 103.7
その他営業外収益 千円 13,166 14,008 106.4 14,663 15,940 108.7

計（税抜） 千円 2,230,702 2,093,436 93.8 2,217,747 2,154,289 97.1

収
益
的
支
出

営業費用 千円 1,955,842 1,847,697 94.5 1,884,767 1,780,739 94.5
給与費 千円 196,027 168,730 86.1 195,945 155,093 79.2
動力費 千円 95,280 78,490 82.4 85,801 85,672 99.8
受水費 千円 368,167 367,688 99.9 370,000 366,588 99.1
委託料 千円 259,742 241,549 93.0 256,470 233,153 90.9
修繕費 千円 183,014 165,519 90.4 88,675 113,034 127.5
減価償却費等 千円 798,194 781,459 97.9 843,162 786,772 93.3
一般管理費 千円 55,418 44,262 79.9 44,714 40,427 90.4

営業外費用 千円 86,166 71,182 82.6 66,053 67,438 102.1
支払利息 千円 75,361 70,322 93.3 64,928 64,300 99.0
その他支出 千円 10,805 860 8.0 1,125 3,138 278.9

計（税抜） 千円 2,042,008 1,918,879 94.0 1,950,820 1,848,177 94.7
当期純利益 千円 188,694 174,557 92.5 266,927 306,112 114.7

資
本
的
収
支

（税
込
）

資
本
的
収

入

企業債 千円 430,000 430,000 100.0 530,000 530,000 100.0
工事負担金 千円 53,562 39,852 74.4 49,850 19,843 39.8
その他資本的収入 千円 610 611 100.2 0 0 -

計（税込） 千円 484,172 470,463 97.2 579,850 549,843 94.8

資
本
的

支
出

建設改良費 千円 1,234,492 999,982 81.0 1,529,805 1,324,633 86.6
企業債償還金 千円 414,561 414,559 100.0 369,021 369,643 100.2

計（税込） 千円 1,649,053 1,414,541 85.8 1,898,826 1,694,276 89.2
資本的収支不足額 千円 ▲ 1,164,881 ▲ 944,078 81.0 ▲ 1,318,976▲ 1,144,433 86.8

補
填
財
源

消費税資本的収支調整額 千円 99,315 81,299 81.9 124,597 111,619 89.6

損益勘定留保資金 千円 661,292 642,325 97.1 703,940 653,165 92.8
利益剰余金処分額 千円 404,274 220,454 54.5 490,439 379,649 77.4

内
部
留
保

資
金

利益剰余金 千円 1,690,050 2,064,729 122.2 1,466,538 2,150,387 146.6
減債積立金 千円 － 438,315 － － 447,115 －
建設改良積立金 千円 － 895,697 － － 1,017,511 －
繰越（未処分）利益剰余
金

千円 － 730,717 － － 685,761 －

企業債残高 千円 5,185,213 5,185,218 100.0 5,346,192 5,345,575 100.0
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①企業債の活用

企業債借入額と企業債残高は、計画どおりである。
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企業債借入額（計画） 企業債借入額（実績）

企業債残高（見込） 企業債残高（実績）
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②健全な収支バランスの維持

・給水収益は、給水人口の減少などにより、計画を6,000万円程度下回った。
・当年度純利益は、計画よりも支出を抑えたことにより、計画を約4,000万円上回った。
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当年度純利益（料金改定なし） 当年度純利益（実績）
当年度純利益（料金改定あり） 給⽔収益（料金改定なし）
給水収益（実績） 給⽔収益（料金改定あり）
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③内部留保資金目標額の確保

財政計画のまとめ

財政収支のバランスが保たれており、健全な経営が持続されていると
考えられる。

2,465 2,377 

2,065 2,150 
1,935 1,864 1,810 

1,699 
1,836 1,824 1,897 

△ 2,000

△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

2019(R1) 2020(R2) 2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9) 2028(R10)

内
部
留
保
資
金
（百
万
円
）

内部留保資金の推移 内部留保資金計画（企業債低⽔準・料金改定なし）

内部留保資金計画（企業債活用・料金改定あり）

内部留保資金 目標額

※金額は、各年度の期首内部留保資金の額

2022(R4)

実績 見込み

内部留保資金は、計画期間において目標額の
10億円を確保できる見通し。
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3-3.令和３年度目標達成状況のまとめ

重点実行計画の達成状況

•評価対象39項目のうち、未達成の項目は１つ（有効率）のみ。
引き続き、漏水防止を図るための老朽管の更新及び漏水調査・修繕
を実施し、目標達成に努める。

投資・財政計画の進捗状況

•施設、管路の更新・耐震化及び長寿命化に伴う点検・修繕の計画に
ついて、計画どおりの進捗である。

•財政計画について、財政収支のバランスは保たれており、健全な経
営が持続されている。
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4-1.用途別水需要（令和４年度上半期実績）

用途別の水需要の構成は、令和２年度と比較して生活用が減り、業務営業用が増
えており、コロナ禍前に戻る兆候が見られる。
上半期の有収水量は、前年同期より1.4％減少

4．令和４年度決算の見込み
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生活用 業務営業用 工場用 その他

令和４年度
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4-2.水道事業を取り巻く動向

給水収益の減少

•水需要の減少により、給水収益の減少が見込まれる

原材料費の高騰や物資供給の停滞による影響

•世界的な原材料費及び燃料価格の高騰により、動力費（機械装置等の運
転に必要な電力料及び燃料費）の大幅な増大が見込まれる。

•資材供給の滞りなどを受けて、一部工事の発注時期の延期などの影響が
生じている。
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有収水量と給水収益の推移

有収水量（㎥） 給水収益（税抜/円）

毎年、約3,000万円ずつ減少

R４年度
（見込）
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4-3.当年度純利益と内部留保資金の見込み
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当年度純利益（見通し）

当年度純利益（決算、決算見込）

内部留保資金合計（企業債活用・料金改定あり／見通し）

内部留保資金合計（企業債活用・料金改定あり／決算、決算見込）

内部留保資金合計（目標）

※内部留保資金は、各年度の期首内部留保資金の額

当期純利益は概ね見通しどおり。
内部留保資金は期間を通じて目標の10億円を確保できる見込み。
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内
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）

内部留保資金の推移（料金改定をしない場合）

内部留保資金計画（企業債低水準・料金改定なし）

内部留保資金計画（企業債活用・料金改定あり）

内部留保資金 目標額

内部留保資金 実績・見込（企業債活用・料金改定なし）

※金額は、各年度の期首内部留保資金の額
実績 見込み

2022(R4)

料金改定をしない場合、内部留保資金はR8年度末に目標額の10億円を
下回る見込み

参考 内部留保資金の見込み（料金改定無し）


